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神経細胞の活動計測などの神
経科学的手法を用いて、記憶
や認知に関わる脳の情報処理
の解明を目指しています。

憶し、続いて呈示されるパターン刺激を見て報
酬の有無を連想します。パターン刺激呈示中の
嗅周囲皮質の神経細胞活動を電気的に記録した
ところ、パターン刺激呈示中、つまり、まだ実
際の報酬呈示・非呈示が行われていない状況に
もかかわらずニューロンの約半数が報酬の有無
の情報を表現することがわかりました（図2右）。
さらに、色刺激・パターン刺激の組み合わせの
情報も表現していたことから、嗅周囲皮質で報
酬の有無の情報が段階的に処理されることも示
唆されます。

状況に応じてある出来事の認識を柔軟に変化
させる時の脳内情報処理メカニズムに、嗅周囲
皮質内部の神経機構が関与していることが今回
初めて明らかになりました。嗅周囲皮質が状況
に応じて行動を変える際にも重要な役割を果た
すと考えられるため、認知症などの精神疾患の
理解が進むことも期待されます。例えば認知症
の原因疾患として嗅周囲皮質を含む内側側頭葉
の変性がありますが、状況に応じて現在の出来
事を柔軟に認識することが難しくなることとの
関連が予想されます。

今後の予定
今後は、同じ色パターン刺激実験を用いて、

嗅周囲皮質と連絡のある脳部位での神経活動を
調べ、処理の流れを明らかにする予定です。

状況に応じて物事を柔軟に認識する脳の活動
認知症の理解へ手掛かり

認知の仕組みを理解する必要性
私たちの日常生活において記憶機能は重要な

役割を担っています。また、長寿化が進むにつ
れ、記憶の機能が衰える認知症への対応が社会
の大きな課題となってきています。記憶の脳内
メカニズムを明らかにすることは、認知症を理
解し、認知症患者のクオリティ・オブ・ライフ

（QOL）を向上させる技術開発の手掛かりを得
ることにつながります。特に、状況に応じて脳
が柔軟に認知する仕組みは不明な点が多く、早
期の解明が待たれています。

嗅周囲皮質の重要な役割
人間は、同じ出来事であっても、状況が異な

る場合には異なった意味合いとして柔軟に認識
します。例えば、かき氷を見たときに、暑い気
候であれば「うれしい」と感じますが、寒い気候
であれば「がっかり」と感じます。今回、こうし
た物事を識別する脳のメカニズムを明らかにす
るため、嗅周囲皮質＊（図1）の情報処理の解明
に取り組みました[2]。

実験動物に色刺激、パターン刺激、報酬を順
に呈示して神経細胞の活動を調べる色パターン
刺激実験を行いました。この実験では、同じパ
ターン刺激が、その前に呈示される色刺激に
よって、「報酬あり」か「報酬なし」に関係づけら
れています（図2左）。実験動物は、色刺激を記
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図 2　嗅周囲皮質の働きを調べる色パターン刺激実験図 1　嗅周囲皮質の位置と関連する脳部位の働き
（[1] より改編）
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